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中
ソ
論
争
論
演
会

現
代
社
会
主義
研
で
開
く

現
代
柱
会
主
義
研
究
会
では
、.評
論
家

佐
藤
昇
伐
を
ま
ね
い
ご

,、

後
六
時
か
ら
材
料
試
験協
会
二匠
7

ル
(百
万
遍
電
嘩
西
入
ル
)
で
「中
ソ

論
争
講
演
会
」
を開
く
。
これ
は
、現

在
注
目
の
ま
と
に
な
って
い
る
中
ソ
論

争
を
正
し
い
資
料
に
も
と
ず
い
て
検
討

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
山
田
慶
児

蓼,」
の
立
場
」
、
藤
沢
道
郎
「イ
タ

'ら
肱場
」
、
飛
鳥
井
雅
道
「ソ
連

の
Ψ
場
」
の
報
告
の
あ
と
、
佐
藤
昇
氏

の
総
括
が
あ
る
.

東南ア研正式に発足す

管
理
委
の
人
事
決
る

今
夏
に
も

調
査
団
を
派
遣

昨
年
六
月
以
釆
、
フ
ォー
ド
財
団
か
ら
の
資
金
援
助
が
表
面
化
し
学
囚
で問
題
と
な
っ
て
いた
「康
南
ア
ジ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
」
は
、
十
九
日
第
一同響
鋼委
員
会
が
開
か
れ
委
員
長
に
足
利
惇
文
学
部
長
、
副委
員
畏
に
桑
漂
武
夫
人
文
科

研
究
所
長
、
奥
田
粛
農
学
部
畏
(前
セ
ン
ター
設
立
準
備
委
員
畏
)
を
所
畏
に
そ
れ
ぞ
れ決
め
に
こと
に
ょ
っ
て、
本

格
的
に
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
った
。
ま
た
、
問
題
と
な
って
い
る
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
資
金
援
助は
昨
年
未
同
財

団
理
事
会
で
員
体
的
な
こ
と
が
決
め
ら
れ
、す
でに
返
聾
も
到
著
し
て
い
る
が
、
正
式
発
表
が
さ
れ
て
いな
いた
め
、

ま
だ
貝
体
的
な
金
額
は
不
明
だ
が
、
結
局援
助は
あ
る
も
よ
う。

奥 田 所 長

足利 委員」隆

桑漂副委員長

 

一月
八
日
、
康
南ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ンタ
ー
所
畏
候
禰
に
巣
出
策農
学
部
を

ー
設
立
準
備
委
員
会
の
会
綱
で
、
同
会

の解
散
し
、
新
し
く
菓
南
ア
ジ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
留
煙
委
員
会
が
も
う
け
ら

れ
、規
程
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
最
初

の会
議
が
、
十
九
日
午
後
に
開
か
れ
、

讐
理
委
員
長
足
利
惇
文
部
長
、
同
副
委

員
長
に
桑
原
武
夫
人
文
科
研
所
長
、
セ

そ
れ
ぞれ
選
ん
だ
。
な
お
所
長
候
補
の

奥
出践
は
農
学
部
教
授
会
で
景
認
か
否

か
が決
定
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
って
い

る
.同日
の会
蟻
で
は
、
こ
の
ほ
か
同
セ

ンタ
ー
を
全
学
的
な
組
織
で
蟹
理
運

営
す
る
冒
遡
委
員
会
の
委
員
九
人

西
谷
・上
野
教
授
退
官

西
谷
啓
治文
学

部
教授
11
写冨

滅

n
の
停
黛馨

榊

講
義は
一月
二

+
三日
午
堂

時
半
か
ら
法
経
第
七
教努
で行
な
わ
れ

た
.
西
脊
教
授
は
μ西
田
哲
学4
第
一

の
権
威
で
あ
り
、
公
職迎
放
に
よ
っ
て

轍時
京
大
を
追
わ
れ
る
な
ど
の経
歴
の

持
主
。
聴
衆
は
予
定
の文
学
部
第
一教

窒
で
は
は
い
り
き
ら
ず
、法
経
第
七
教

璽
に
四
百
余
人
が集
ま
った
。

な
お
、
同
教授
は
退
官
後
、
大
谷
大

学
の教
授
に
迎
え
ら
れ
る
模
様
。

【西
谷
敦
擾
略
躍
一
明
治
三十
三年

生
れ
、
犬
正
十
三
年
京
都
帝
大
文
学

部
哲
学
科
卒
、
岡
年
京
都
高
等
工
芸

(て
繊
の前
身
)
講
師
、
昭
和
五
年

第
三高
等
学
校
教
授
、
同
十
年
慰
大

文
学
弼
助
教
授
、
岡
十
八
年
同
教
授

と
な
る
。
二
十
二
年
七
月
に
公
職
遺

放
と
な
った
。

ま
た
教
養
部
生

物
学
の
上
野
益

三
教
授
11
写
翼

11
は
二
月
二十

六
日
付
で
定
年

退
宮
と
な
る
が
、
そ
れ
を
記
念
し
て惇

年
講
義
が
二
十
一日
午
後
一時
か
ら教

養
部
D
号
館
に
満
員
の
職
員
、・学
生
を

集
め
て
行
な
わ
れ
た
。

同
教
授
は
凧大
を
去
った
の
ち
本
学
名

誉
教
授
と
な
る
。

【上
野
益
三
教
授
陥
歴
】

明
治
三
十
三
年
生
れ
、
大
正
十
五
年

京
大
理
学
部
卒
昭
和
二
年
京
本
助
手

同
二
年
理
学
部
助
教
授
を
経
て
同
二

十
八
隼
同
教
授
と
な
る
。
こ
の
間
昭

和
十
八
年
か
ら
六
年
間
大
津
臨
湖
災

験
所
畏
と
し
て
淡
水
生
物
学
を
研究

が
決
め
ら
れ
、
阜
急
に
研
究
体制
を

整
え
る
と
と
も
に
、
早
け
れ
は今
夏

か
ら
一矩
閲
、
ビ
ル
マ
、
マラ
ヤ
な

ど
の
研
究
対
象
国
へ
学
術
調査
隊
二

隊
(各
五
、
六
人
編
成
)
の派
遺剖

圃
を
進
め
る
こ
と
に
な
った
。

ま
た
、
同
セ
ン
ター
は
当面
留
理
委
員

会
の
も
と
に
総
務
部
と
調
査研
究
部
を

置
く
こ
と
に
し
て
い
る
。総
務
部
は
、

国
内
外
の
研
究
者
と
の交
流
、研
究
者

の
養
成
、研
究
資
料
の収
集
整
埋な
ど

を
行
い
、
調査
研
究
部
は
、
人
文
、
社

会
、自
然
科
学
の
調
査
研
究
を
主
な

任
務
とし
て
いる
。
な
お
総
予
算
は
約

三
憶
円
、
五力
黛
計
幽
で
現
地
調
査
、

資料
収
集
な
ど
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

る
が
、問
題
の焦
点
と
な
って
い
る
フ

ォー
ド
財
団
の資
金
援
助
は
、
同
財
団

か
らす
でに
返
欝
が
つ
いて
い
る
が
、

発表
は
同
財
団
が
す
る
こ
と
に
な
って

いる
た
め
、
いま
のと
こ
ろ
公
表
さ
れ

て
いな
いが
、
近
日
申
に
は
明
ら
か
に

され
る
見
込
み
。
ま
た
、
研
究
は
一応

五年
計
國と
し
て
いる
が
、
研
究
組
織

や
体制
は
恒
久
的
な
も
の
に
す
る
慧
向

で
三
十
九
年
度
に
は
文
部
省
に
予
算
の

概
算
要
求
を
す
る
こ
と
も
考眩
し
て
い

る
。一方
、
大
学
院
生
協
議
会
(野
村
修

委
員
長
)
を
中
心
と
し
て
学
内
には

同
セ
ン
タ
ー
設
置
に
反
対
す
る声
が

大
き
く
、
一月
に
は
「同
セ
ン
ター

の
研
究
調
査
に
は
一切
協
力
し
な

い」
と
いう
声
明
を
発
表
す
る
な
ど

いぜ
ん
と
し
て
対
立
し
た
ま
ま
だ

が
、奥
田
所
畏
候
補
は
こ
の
点
に
っ

い
て
「貝
体
的
な
計
画
が
決
ま
れ

ば
、形
式
は
と
も
か
く
学
内
関
係
首

に
、同
セ
ン
タ
ー
に
つい
て
の
理
解
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い

榊

心
配
に
も
な
ろ
う
と
い
う
も

の
だ
。

㎜

、
が

、
だ
か
ら
と
茜
う
て
総
合
大
学
と
は
単
科
大

㎜川

剛

大
学
の

自
治
は

学
部
教
授
会

の
自
治
で
あ

学
の
集
り
で
あ
っ
て
良

い
と
は

凸
い
き
れ
な
い

㎜

㎜

る
。
と
は
時
々
聞
く

西葉
で
あ
る
が
説
く
人
に

ー

だ
ろ

う
。
文

部
省
当
局

が
、
学
畏
や
学
部
長
の

㎜

㎜ー-

よ

っ
て
中
味
に
若
干

の
差
違
が
感
ぜ
ら
れ
る
.

権
限

強
化

に
よ

っ
て
、
学

囚

に
あ

る
意
蛛
の

㎜

㎜轍

こ
の
ご
ろ
学
問
に
は
建
築
が
盛
で
あ
る
。
し

し
か
し
大
学
の
自
治
が
、
自
ら
研
究
し
教
授
ず

「
統
一
」
を
持
ち
込
も

う
ど
し

て
い
る
と
き
、

㎜嗣

購側

か
し
土

一
升
金

一升

の
時
代
と
も
な
れ
ば
大
学

る
人
々
の
目
治
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、

学
部
モ
ン
ロ
ー
主
義
を
以

て
終
始
す
る
こ
と
は

㎜

㎜"

と
て
も
そ
の
洌
外

で
は
な
く
、
当
郭
者
の
中
に

こ
の
よ
う
な
立
場
に
な

い
も

の
の
介
入
を
許
す

時
代
離
れ
し
す
き

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

期

㎜

は
敷

地
問
題
に
頭
を
悩
ま
し
て
お
ら
れ
る
方
も

べ
き
で
な
い
、
と

喜
う
の
が
そ

の
真
慧
で
あ

っ

結
局

の
所
は
大
学

に
在
る
人

々
が
自
分
の
研

㎜

㎜
多
い
よ
う
であ
る
.
百
に
舞

産
き

昌

て
、
蕎

の篶

う
し
て
・
ら
の
馨

究
叢

を
開
・
気
馨

・
・
に
響

せ
ざ

㎜

㎜灘

難
響
総合欝

は漂

難
難
墾

㎜

鰍

㎜

賄

"
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な
ルー
ル
で
行
わ
れ
る
の
か
、
わ
れ
わ
れ
は
知

る
よし
も
な
い。
あ
た
か
も
最
近
本
省
か
ら
学

問
建
築
の畏
期
計
圓
楼
を
出
せ
と
の
通
達
が
来

た
と
の話
も
聞
く
の
で
あ
る
が
、
本
学
と
し

て
の計
画
欝
は
ど
こ
で
ど
う
し
て
出
来
る
の
だ

ろ
うか
。
各
学
部
の
自
主
性
を
員
か
れ
る
こ
と

は
甚
だ
結
構
な
の
だ
が
、
若
し
柑
互
の
意
志
の

疏
通
を
欠
く
場
合
は
、
そ
の
間
隙
に
好
し
か
ら

ざ
る
勢
力
が
介
入
す
る
こ
と
も
、
時
が
時
丈
に

を深
め
て
も
ら
うた
め
に
な
ん
ら
か

の手
段
を
こ
うじ
る
湧
え
だ
」
と
い

うて
い
る
が
、フ
ォー
ド
財
団
の
資

金
援
助
に
関
連
し
て政
治
問
題
化
し

て
い
る
た
め簡
単
には
間
題
は
解
決

し
そ
う
も
な
い
よ
う
だ
。

さ
ら
に
、
三
十
九
年
度
に予
算
の概
算

に閉
じ
こも
っ
て良
いこ
の
意
眺
で
は
あ
る
ま

い。
だ
が
、
前
に
述
へた
建
物
に
象
徴
的
に
表

れ
て
いる
現
象
が
予
算
や
定
員
等
、
大
学
の
運

営
面
に
何
ら
か
の不
協
和
音
を
出
し
て
い
な
い

だ
ろ
うか
と
気
に
な
る
の
で
あ
る
。

各
分
野
に
お
け
る
学
問
の
独
自
性
を
生
か
し

つ
つ
一面
で
は
総
合
大
学
と
し
て
ま
と
ま
り
を

つく
り
上
げ
て
ゆ
く
な
ど
と
い
う
こ
と
は
考
ん

て
み
る
丈
で
も
随
分
む
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る

要
求
を
す
る
予
定
だ
が
、
関
係
学
那
間

に
は
、
セ
ン
タ
ー
に
予
算
が
ま
わ
れ
ば

そ
れ
だ
け
学
部
予
算
が
減
少
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
危
惧
も
あ
る
た
め
、

こ
の
点
も
将
釆
表
面
化
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
よ
う
。

来
月
25
日
に
再
試
験

ボ
イ

試
験
ボ
イ
コ
ソ
ト
ク
ラ
ス
の
処
置
に
つ

い
て
の
教
養
部
教
授
会
が
二
十
日
行
な

わ
れ
た
。

そ
の
結
果
中
野
教
官
を
除
い
た
ボ
イ
コ

ッ
ト
し
た
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
一時
、

及
落
の
決
定
を
保
留
し
て
、
三月
二十

五
日
に
一括
し
て
試
験
を
行
な
う
こ
と

第

一

昨
年
の
十
二
月
二十
二日
に
、大
学
当

局
の
学
生自
治
会処
分
が
出
さ
れ
、
そ

の
内
容
は
新
開
同
学
会
委
員長

(文

四
)
の
九
ヵ
月
停
学処
分
、教
養
部
正

副
委
員
長
の
三
ヵ月
停
学
と
い
うき
び

し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、学
生
側
の処

一分
の
不
当
さ
、
不
合
理
さ
の
遇
及
で
、

当
局
は
、
そ
の
事
前
調
査
に
不
彌
が
あ

る
こ
と
を
認
め
、
再
検
討
を
進
め
た
。

コ

ッ
ト
し

た

ク
ラ

ス
に

が決
った
。
そ
の編
果
を
晃
て
、
三
月
一長
)以
上
停
学六
カ
月
、丸
一忠
雄
(文

三十
日
の教
授
会
で
及
・落
が
決
定
さ

三
。申
執
)
茂
田
U義
(教
二
・同
)

れ
、
四月
一日
に
発
表
さ
れ
る
。

消
田
祐
一郎
(法
三
・代
議
員
会
議
長
)

な
お
こ
の
試験
の時
間
、
そ
の
他
に
関

以
上
停
学
三
カ
月
▼
教
獲
部

阿゚
部
功

す
る通
遷
は
、
膨
内
に
掲
示
さ
れ
ず
、

(経
二
、
委
員
畏
)
目
黒
有
史
(経
一

直換
学
生
の各
謬
鵬
へ込
付
さ
れ
る
。

副
委
員
長
)
以
上
摩
学
三
カ
月

"再
考
の
余
地
な
し
ノ

一次
個
人
処
分

褻

讐

環
文
夫
(経
四
墓゚

に
断

し
か
し
こ
の
ほ
ど
改
め
て
処
分
に
対
す

る
見
解
を
発
衰
再
考
の
余
地
な
し
と
し

て
個
入
の
処
分
を
先
ほ
ど
発
表
し
た
も

のと
変
え
な
か
った
。

な
お
、
同
学
会
第
二
次
処
分
と
各
学
部

単
位
目
治
会
処
分
は
次
の
と
お
り
。

▼
同
学
会
・新
聞
純
也
(文
四
・委
員

・長
)停
学
九
カ
月
、浦
野
正
彦
(文
四
・
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国
大
協
主
脳
へ
集
権
化

大
運
協
規
程
案
を
見
る

(協
読会
)

立
大
学
が
目
主
的
に
蟹理
運
営
の
改
茜

第
一粂
国
電
大
学
協
会
会
則
第
十

を
行
な
う
た
め
の
参
考
に供
す
る
。

三
条
の
二
に規
定
す
る
大
学
運
営
協
議

3

協
議
会
は
、必
要
が
あ
る
と
き

会
(以
下
「協
議
会
」
と
い
う
)
の
組

は
、
国
立
大
学
の
管
卿運
醤
に
関
し
て

織
及
び
運営
に
つい
て
は
、
こ
の
規
定

ひ
ろ
く
各
力
面
の意
見
を
舩
べる
こ
と

の
定
め
ると
ころ
に
よ
る
。

が
で
き
る
。
(問
題解
決
の助
力
)

(任
務
)

第
四
条

協
議会
は
、国
立
大
学
に

第
二
条
協
議
会
は
充
の
寧
唄
を
任

そ
の
囚
部
で
は解
決す
る
こ
と
の
閑
難

へ

務
と
す
る。

な
問
題
が
生じ
た
とき
は
、
そ
の
大

一、国
ウ
大
学
の
蟹
理
運
営
の
改
醤

学
に
よ
る
目
主
的
な解
決
を
促
進
す
る

を
は
か
る
こ
と
。

た
め
に
有
効
か
つ
適切
と
み
と
め
ら
れ

二
、国
Ψ
大
学
に
そ
の
内
部
で
は
解
る
助
蕎
そ
の
他
の力
法
を
騨
ず
る
こ
と

決
す
る
こ
と
の
閃
難
な
問
題
が
生
じ

に
よ
っ
て
そ
の
解決
に助
力
す
る
。

た
場
合
に
、
そ
の
大
学
の
自
字
的
な

2

協
議
会は
実
情
を
明
ら
か
に
す

解
決
に
助
力
す
る
こ
と
。

る
た
め
必
要
があ
る
と
き
は
、
関
係
省

(管
理
運
営
の
改
善
)

か
ら
卑
情
を
きき
ま
た
は
報
告
を
求
め

第
三
条

協
護
会
は
、
国
ウ
大
学
の

る
こ
と
が
で
きる
。

冒
搾
運
営
の
改
誇
を
は
か
る
た
め
、

3

協
議
会は
、必
襲
が
あ
る
と
認

左
の
學
項
を
行
な
う
。

め
る
と
き
は
、
助
力
の経
過
を
国
シ
大

一、
大
学
の
管
理
運
営
に
関
す
る
内

学
協
会
の総
会
に報
告
し
、
そ
の
芦
見

外
の
資
料
を
収
集
し
、
こ
れ
を
整
理

を
き
く
こ
と
が
でき
る
。

す
る
こ
と
。

戸助
力
の
趣旨
)

二
、
国
立
大
学
の
曽
弾
運
営
の
改
鰭
に

第
五
条
協
洩
会
が
酊
条
の
助
刀
を

衝
す
る
た
め
の
力
策
を
研
究
す
る
こ

行
う
に
あ
た
っ
ては
、蘭
文
の
耀
神
に

と
。

し
た
が
い
、当
該
大
学
の
目
主
梶
を
十

2

削
項
の
資
料
及
び
力
策
は
、
国

分
に
尊電
す
る
こ
と
を
要
し
、
い
や
し

く
も
そ
の
圏
治
を
侵
鴇
す
る
よ
うな
こ

と
が
あ
って
は
な
ら
な
い
。

(助
力
の
開
始
)

第
六
条

第
四
条
の
助
力は
、
当
該

大
学
の
正
脱
の
手
続
を経
た学
長
の申

出
に
棊
つ
い
て
行
な
う
。

二

魑
項
の
串
出
が
な
い場
台
で
も

協
議
会
は
、
と
く
に
前文
及
び前
条
の

精
神
に
か
ん
が
み
、
寧
態
響憤
照
に
謁

慮
し
た
上
で
、
第
四
条
の
助
力を
わ
な

う
こ
と
が
で
き
る
。

(協
議
会
の
委
員
)

第
七
条

協
議
会
は
、
左
の委
員
で

構
成
す
る
。

一
国
V
大
学
協
会
の
会
長
及
び
副

会
長
二

各
常
縄
委
員
会
の
委
員
長

三

洛
地
区
の
国
Ψ天
学
に
よ
っ
て

互
選
さ
れ
た
大
学
の
学
長

2

国
立
大
学
協
会
の
会
長た
る
委

員
は
、
協
議
会
の
委
域
長
と
なる
。

3

第
一項
第
三
碧
の
地
"
別
及
び

各
地
〆
の
冠
歯
は
、
別
表
(略
)
に
短

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

4

第
一項
第
三
零
に
規
冠
す
る
委

供
に
つ
い
て
は
、
左
の
例
に
よ
る
。

一、
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ

し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前任

省
の
残
任
期
間
と
す
る
。

二
、
委
賃
が
任
期
中
に
当
該
大
学
の

学
長
で
な
く
な
った
と
さ
は
、
そ
の

後
任
の
学
長
が
委
貞
と
な
る
。

三
、
同
一の
大
学
の
学
長
は
、
引
き

続
い
て
委
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な

い。
た
た
し
、
楠
欠
の
委
員
で
あ
っ

た
場
台
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(臨
時
委
員
及
び
曽
門
委
員
)

第
八
条

協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る

と
き
は
、
臨
時
委
員
又
は
専
門
委
蝋
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

2

臨
時
委
域
は
、
国
y
大
学
の
学

畏
又
は
教
員
の
中
か
ら
選
任
す
る
。
臨

時
委
員
は
、
蔚
条
に
規
だ
す
る
委
員
と

同
一
の権
眼
を
有
す
る
。

3

専
門
委
貴
は
、
国
立
大
字
の
教

職
員
の
中
か
ら
選
任
す
る
。

(小
委
貞
会
)

第
九
莱

協
議
会
は
、
特
足
の
撃
項

を
処
岬
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は

小
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(委
蝋
の職
務
の
辞
雌
)

第
十
条

第
二
桑
第
二
号
に
鮨
定
す

る
任
務
に
関
し
て
は
、
利
胃
関
係
を
有

す
る
委
員
は
、
職
務
を
行
な
う
こ
と
を

辞
邊
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

戸実
施
に
関
す
る
細
則
)

第
十
一条

こ
の
規
程
の
実
施
に
関

し
必
嬰
な
事
項
は
、
協
議
会
の
短め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

こ
の
規
綿
案
は
一月
二十
六

⑲日
の
国
大
協
総
会
に提
出
さ
れ

た
も
の
で
ある
が
、今
月
二十

八
日
の総
会は
こ
れ
を
甲心
に

討
峨
し
、結
局
大
き
な
修
正
も
な
いま

ま
、
正式
に
運営
協
議
会
を
発
足
さ
せ

る
こ
と
にな
ろ
う
。

規
程
案
は
削文
で
①
曽
理
運
営
は
大

学
目ら
の責
任
に
お
いて
行
な
う
、'、き

であ
る
②
大
学
の
自
治
を
活
か
し
、
そ

の社
会
的
覆
任
を
果
た
す
た
め
に
す
べ

て
の国
y大
学
が
連
帯
協
力
す
る
③
蚤

大
学
の
目治
を
十
分
に
尊
重
す
る
、
な

ど
の嶽
を
の
べ
て
いる
。

釜

叩狩
に注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は第
六
条
二項
と
第
七
条
で
あ

ろ
う
。
前
者は
、当
該
大
学
の申
出
が

な
く
て
も
運
営
協
の介
入
を
認
め
て
お

り
、
後
首
は
構成
員が
、国
大
協
の会

畏
、
副
会
長
(三
人
)
、常
碍委
風
畏

な
ど
の
幹
部
が
各
地
匿互
選
の委
員
(

八
人
)
よ
り
多
数
を占
め
る
こと
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、浬
営
協

は
協
会
幹
部
へ
の
中央
集権
性
が
つよ

い
も
の
と
い
え
る
の
であ
り
、前
文
に

う
た
わ
れ
た
地
力
大
学
の自
才
性
がど

れ
だ
け
保
鱒
さ
れ
る
の
か
灘簡
。

こ
の
問
題
は
認
評
官
制
度
と
の
関
連

を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ

の
制
腱
に
よ
って
協
会
幹
部
で
あ
る
七

北
陸
路
へ

躾
輪

京
大
合
唱
団

春
の
演
奏

旅
行
亡
し
て
、
北
陸
地
力
を中
心
にプ

ラ
ン
を
た
て
、
目下
最
後
の仕
上
げ
に

余
念
が
な
い
。

三
月
九
日
金
沢
市
を
振
り
出
しに
十
七

日
ま
で
福
井
、
武
生
、鯖
江
、敦
賀
、

畏
誤
、
藁
舞
鶴
、
福
知
山
と
まわ
る
。

織
畏
以
下
の学
内
上
層
部
の諸
先
生
に
希
望
す

る
と
と
も
に
、
学
囚
諸
団
体
の
幹
部
諸
氏
に
も

一
つこ
の
こ
と
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
も
の
で

あ
る
。
再
びや
って
釆
る
で
あ
ろ
う
大
学
智
理

法
に
先
ん
し
て
、
学
囚
の
意
志
を
結
樂
す
る
活

動
が
一刻
も
単
く
は
し
め
ら
れ
ね
ば
な
る
ま

(京
大
理
学
部
助
教
授
・物
理
学
)

長
浜
ま
で
は
、男
声
八十
入
、以
後

は
、
女
輝
を
加
え
て総
勢
百
五
十
人
と

な
る
模
様
。
演
奏
曲目
と
し
ては
、
ロ

シ
ア
民
謡
、
ニ
グ
ロス
ピ
リ
チ
ュア

ル
、
日
本
民
謡
(山中
節
、最
上
川
舟

歌
)
そ
の
他
ア
マ
チ
ュ
ア作
曲
家
宗
像

和
氏
に
依
頼
し
た
作品
数
曲
も
組
込
ん

で
い
る
。

今
回
の
演
奏
旅
行
で
は
、地
元
の
小中

学
生
の
詩
に
作
曲
し
て発
表す
る
な
ど

地
元
と
の
交
換
に
意
を
庄
い
で
いる
。

▼
三
月
九
日
、
金
沢
市
北
国
講堂
、午
一

後
六
時
三
十
分
ー
九
時

▼
三
月
十
日
、
福
井
市公
会
堂
、午
後
　

六
時
三
十
分
-
九
時

病
院
て
ま
た
ボ
ヤ

今
年に
入
って
二度
目

二
十
四
日
午
前
一蒔
四
十
分
ごろ
、
京

り

大
病
院
皮
膚泌
尿器
科
病
含
一階
の中

央
浴
室
付
近
か
氏煙
が
出
て
い
る
のを

愚者
が
見
つ
け
宿直
の係
員
、
智
護
婦

な
ど
が消
火
に轟
た
り
、
板
壁
、
天
井

な
ど約
四平
方
硫
を
燃
や
し
た
だ
け
で

消
し
と
め
た
。
原
因
は
患
首
が
蟻
断
で

ガ
ス
ぶ
ろ
を
わ
か
し
、
消
し
忘
れ
た
も

の
ら
し
い
。

病
院
で
は
一月
十
八
日
の
廃
物
処
埋

場
付
近
の
ポ
ヤ
に
つい
で
二
度
目
の

失
火
。
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仏
文
な
ど
定
員
越
す

文
・専
攻
希
望
ま
と
ま
る

め
、
教
授
会
を
今
週
中
に
開
き
対
処
策

を
講
ず
る
こ
と
に
な
った
.
間
題
と
な

って
い
る
の
は
、
仏
文
学
科
(三
十
四

人
)
社
会
学
科
(
三
十
一人
)
心
理
学

科
(二
十
四
入
)
、
西
洋
史
学
科
(二

十
二
人
)
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
う
ち
か

ら
留
年
組
が
出
た
と
し
て
も
策
中
度
が

激
し
す
ぎ
る
と
い
う
も
の
。
ま
た
、
反

へ

対
の
例
は
梵
文
掌
科
を
は
し
め
と
し
て

四
学
科
も
一入
の
志
望
者
が
い
な
い
と

い
う
極
端
な
傾
向
に
よ
って
い
る
.

撤鱗
継
甥鰹
墜

し
い
学
科
に
対
し
て
教
養
部
で
の成

績
に
よ
うて
減
員
し
、
第
二
、第
一一ご

志
望
の
学
科
に
ま
わ
す
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
も
よ
う
で
あ
る
。な

お
、
こ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
第
一

志
望
で
專
攻
学
科
が
決
ま
っ
て
い
　

た
。

大
学
長は
認証
冒
と
な
り
、
結
局
運
営

協
は
認
証
冨
学畏
に
よ
っ
て牛
耳
ら
れ

る
こ
と
と
な
る。
こ
の制
度
の
本
質
が

文
掘拒
白縫
の実
質
化
と
学
長
の
高
緻

冒
僚化
、さ
ら
に
は
大
字
間
の
格
差
拡

大
を包
含
し
て
い
る
こ
と
を
知
れ
は
、

規
罹
案
の
前
文
と
は
正
に
姐に
、
運
営

協
↓認
証
官
↓
国
家
権
力
の
強
力
な
統

制
ラ
イ
ン
が
実
現
さ
れ
、
す
で
に
財
政

面
な
ど
多
圏的
に
統
制
の
進
何し
つ
つ

あ
る
大
学
は
、
思
想
的
に
、
橋
力
の
削

に
な
ん
ら
な
す
す
べも
な
く
囲
服
す
る

こ
と
と
な
ろ
う
。
運
営
協
は
〃自
王
改

酋
4
を
慧
図
し
な
が
ら
も
、
そ
の
結
果

す
る
も
の
は
,園
圭
規
制
訂
で
し
か
あ

り
え
な
い
。

興 、
こ
の
ご
ろ
、メ
シ

を
食
お
う
と
し
て寒

い
中
を
足
ぶ
みを
し

な
が
ら行
列
のケ
ツ

に
つ
い
て
、
や
っと

食
券
を
買
う
番
にな
っ
て
、と
た
ん
に

食
欲
が
減
退
す
る
こと
が
よ
く
あ
る
。

それ
も
そ
のは
ず
、
い
つも
変わ
り
ば

え
の
し
な
い
メ
ニ
ュー
と
、お
嵐
辞
に

一も
う
ま
そ
う
に見
え
な
い
のに
出
く
わ

}す
の
だ
か
ら
、
腹
の虫
も
暴
れ
る
元
気

文
学
部
二回
生
の
尊
攻
学
科
選
択
の
申

し
込
みは
一月
二
十
六
日
に
締
切
った

が
、
同
学
部
學
務
室
の
調
べ
に
よ
る
と

志
望
学
科
が
一部
に
集
中
し
て
い
る
た

基

本
方

針

を

受

諾

舎
生
大
会
、
条
件
付
き
で

寮
自
治
を
中
心
に
、
昨
年
よ
り
強
力
に

推
し
進
め
ら
れ
て
き
た
寮
規
足
改
正
問

題
は
、
二
十
五
日
夜
、
吉
田
寮
食
堂
に

お
け
る
會
生
大
会
で
、
学
生
部
委
鍬
会

に
よ
る
「規
定
改
正
案
」
を
条
件
付
き

で
の
む
と
い
う
こ
と
で
、
一応
の
結
論

に
達
し
た
。

学
生
鄙
委
員
会
の
規
定改
正
へ
の基

本
方
針
は
、
「各寮
の運
営
は
寮
生
の

責
任
あ
る
自
治に
よる
」を
規
冠中
に

入
れ
る
な
ど
、六
項
目
に
わ
たる
も
の

で
、
これ
ま
で
全
祭
生
か
ら
要
求
さ

れ
て
き
た改
正
規
足
に
完
全
に
一致
す

る
も
の
では
な
いが
、
酢
黛
九
月
「細

定規
叫
"

寮

 

則
」
十
月
「要
項
」十
二月
「規
定
改

正
の
塾
本
方
針
決
定」
を
経
て
、
次
第

に
寮
生
側
の
線
に近
づ
いて
き
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を考
慮
し

(一
)緊
急
に
現
行
規
定
の
廃
止
を
必

嬰
と
す
る
な
ら
に
、
改
正
に
よ
る
廃
止

以
外
に
な
い
.

(
二)
現
体
制
の
中
で
寮
規
定
改
正
を

要
求
す
る
な
ら
ば
現
状
法
制
化
が
限
度

で
あ
り
、
今
後
の
闘
争
に
有
利
と
な
っ

て
も
大
き
い
障
轡
と
は
な
ら
な
い
。

と
い
う
点
か
ら
「こ
の
規
定
は
今
後
新

設
さ
れ
る
も
の
も
含
め
て
承
大
の
全
漿

に
適
用
さ
れ
る
べき
も
の
で
あ
る
」
な

ど
の条
件
を
つけ
て
、
前
記
基
本
方
針

を
受
諾
し
、具
体
的
な
条
文
作
成
交
渉

に
入
る
こ
と
に
、
賛
成
百
四
十
八
、
反

対
一
、保
留
}の
絶
対
多
数
で
決
定
さ

れ
た
。
(規
定
改
正
への
墓
杢
刀針
、

条
件
な
ど
関
連
記
事
は
二
面
参照
)

團
昇
任

工
学
部
助
教
授
白石
成
人
(同

助
手
)
教
養
部
教授
出川
基
三
(同
助

教
授
)
教
養
部教
授
渡
辺
明
正
(同
助

教
授
)
教
養
部
教授
吉
井良
三
(間
助

教
授
)
教
獲
部教
授
阪
禽
篤
義
(同
助

教
授
)教
養
部教
授
林
久
三
(同
助
教

授
)
理
学
部教
授
永
出
雅
宜
(同
助
教

授
)
採
用
教
養
部
助
教
授
溝
川
嘉
一

【を
な
く
し
て
し
ま
う
のも
無理
な
いこ

τ
▼
そ
れ
で・
、
な
んと
馨

だ
・

て
食
う
段
に
な
っ
ても
、メ
シ
の具
台

}が悪
く
、
し
かも
量
が
少
な
い
。
と
く

に
二
円
悟
上げ
し
た
一月
以
降
が
ひ
ど

い.
外
食を
し
て
いる
者
に
と
って
一

番
不足
し
て
いる
のは
野
菜
だ
が
、
お

ざ
な
り
の
キ
ャ
ヘツ
では
、ウ
サ
ギ
し

ゃ
ある
ま
いし
、
い
いか
げ
ん
嫌
に
な

一る
.と
ころ
がホ
ーレ
ン
草
が
い
つの

ま
に
か十
五円
にな
りて
いる
.
〃寮

のメ
シ
の方
がよ
っぽ
ど
ま
し
4
と
の

暉
が
でる
のも
無
理
な
い話
▼
昨
年
度

の
食
堂
部
門
の利
益
率
は
笑
に
三
四
・

四
%
で
金額
にす
る
と
純
利
益
二
四
五

万円
.他
の
四部
門
は
こ
と
ご
と
く
赤

字
だ
か
ら
、
極端
な
話
購
買
部
で
五
%

引
き
の
品
を
賀
っ
ても
食
堂
で
メ
シ
を

食
っ
た
ら差
引
き
ゼ
ロと
い
う
勘
定
に

な
る
.
さ
ら
に不
思
議
な
のは
、
タ
マ

ゴ
や
ミ
カ
ンな
ど
の季
節
物
が
、
剛奪

中
最
高
値
で
ある
こ
と
.
こ
れ
で
は
登

校
途
中
で
貿
っ
てき
た
方
が
安
上
り
で

あ
る
▼諸
物
価
値
上
り
の
時
節
が
ら
な

に
か
とヤ
リ
く
り
に
蚤
労
さ
れ
て
い
る

こ
とは
わ
かる
が
、
最
近
の
食
堂
部
門

には
な
ん
かし
ら
欠
陥
が
あ
る
の
で
は
「

な
かろ
うか
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と

仕
入
れ
の方
法
に
も
、
一考
を
要
す
る

点
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
現
場
と
栄

幾
士
と
の閻
に
も
メ
ニ
ュー
な
ど
で
考

え
カ
の
相
違
も
あ
る
と
の
こ
と
.
と
に

か
く
、
下
宿
生
活
を
お
く
って
い
る
京

大
生
約
六
割
の
胃
袋
の
支
配
権
を
握
っ
}

て
い
る
生
協
食
堂
だ
け
に
、
も
う
す
こ

し
満
足
で
き
る
よ
う
な
メ
シ
を
食
わ
し

て
ほ
し
い
も
の
。
謬安
か
ろ
う
、
ま
ず

か
ろ
う
`
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
通
用
し
な

く
な
って
き
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

灘
穐

γ

¥1303月 号
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新
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の
大
罪
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フ
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シ
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ン

ト
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ピ
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英
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名
士
登
場
・僕
の
履
歴
欝

闘分
1
年
生
の
フ
ラ
ン
ス語

購
ま
ち
が
い
だ
ら
け
の
フ
ラ
ンズ
語

㎜
鍵

秀
粥
骸
倣法

桀毘雛 蓉
隆季繁豊宏二:雄雄

川
村
克
己
著

ク
セジ
ュ判

¥
三
八
〇

ひ
と
り
歩
き
の

 妻

わ
勧
影
鉱
笛
彿田・小川町

白 水 社

9

朝
鮮
に
お
け
る
社
会
主
義
の
基
礎
建
設

軽

搬
賑翻
鷹
書
志
・高髪
緩

朝
鮮
労
働覚
の
経
済
政
策
を
各
分
野に
わ
た
って
蟹
腕

360
〒60

石隈醗
聾
難
雑
稽

わ
が
国
の
独占
企
業
の
動
向
と
そ
の
国
際的
地
位

ア
メ
リカ
に
お
け
る
原
子
刀
産
業
の藷
間題

資
本
制的
蓄積
の
一設
的
薮
則
の
歪
幽に
つい
て

(
轡
評v

野
々
村
遷
著
「ソ
望
よ
天
毘

現
代日
本
資
本
主
義
分
析
と
「帝
国
主義
醗
」

隣
難
鋏
羅

の謹
馨

つ下

▲
海
外消
息
V

だ
強
麗
覇

福
鯵

し下

ソ遮
邦
の
大
学
に
お
け
る
経
済理
諭教
育
に
つ
い
て

(論
壇
時
辞
V

三
つ
の
「日
本
経
済の
動
同
」

(
シン
ポ
ジ
ェー
ム
V

労働
貴
族
と
労
働
官
僚

-
日
本
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の構
成
(第
三
回
)
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O
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発
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民
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解
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の
星
・
ア
イ
デ
ィ
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に
生
き
る

世
界
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富
の
支
配
者
・
大
衆
芸
術
家
の
肖
像
。
各
3
9
0
円

●
次
回
配
本
↓
技
術
革
新
へ
の
道
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覧
要
問
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的
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説
す
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新
便
覧
発
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中
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例例
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叙
述

★
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収
録
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棄
東
部
予
代
田区
霞
関
三
∠
昌

顕
喬
口座
東
京
二
五
九
七
エハ

《
条
国
時
代
の
日
本
経
済

・田

中

宏
編

B
6
判
並
製

囎昌二
〇
円
・吊
η

わ
が
国
の自
由
化
への
動
き
は
IM
F
に
よ
る
八
条

国
移
行勧
告
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達し
た
。
本
書

は
ガ
ット
と
I
M
F
を
め
ぐ
る
日本
の政
治
・経
済

外
変
の曳
裏
を
軽
妙
な
タ
ッ
チで
描
き
、
八
条
国
時

代
へ
の問
題
点
と
移
行
に
対
処
する
方
途
を
解
閉
。

経
済
統
合

の
理
諭

評蘂ll

1而 訳 サ

EE
Cを
は
じ
め
と
す
る
国
際
経済
続
合
の
動
向
は

今
や世
界
の
鼓
動
の
核
心
を
なし
て
い
る
。
現
実
面

で
のか
か
る
進
展
に
も
か
か
わ
らず
、
理
論
的
研
究

はと
ぼ
し
い
。
本
書
は
、
広
範な
文
献
と
資
料
を
駆

便し
て
諭
究
さ
れ
た
経
済
統合
齢
の
画
期
的
労
作
。

量
経
済
学

S

・ヴ
ァ
ラ
ヴ
ァ
ニ
ス

川

勝

昭

平

訳

A
5
判
上
製

八
八
〇
円
・早
oo1

最
尤
法
入
門

、
、

麗
済
予
測
、
経
済
計
画
の
主要
武
器
は
罰
量
経
済
学

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の分
野
に
お
け
る
解
説
書
は

少
な
く
、
ま
た
難
解
にす
ぎ
る
。
本
書
は
、
計
量経

済
学
の
基
礎
で
あ
る
敬理
経
済
学
の
叡
知
を
醤
葉
で

衷
現
し
、
万
人
の
知
織
とす
る
た
め
の
入
門
●
。

口
本

の
設
備
投
資

総
合
政
策
研
究
会
著

高
構
亀
台
/
土麗
滑
監
修

、
5
判
並
製

六
八
角

∴
7001

設
備
投
資
の
増
大
は、
経
済
成
長
率
の
上
昇
、
生塑

力
の
増
加
、
生
産性
の
向
上
を
も
た
ら
す
と
とも
に

国
際
収
支
を
悪化
さ
せ
景
気
変
動
の
直
接
原
因と
な

った
。
し
かも
過
剰
生
産
傾
向
も
無
視
し
え
な
い●

設
備
投
資
の
あ
り方
の
理
論
と
実
際
を
詳説
。

国
際
通
貨
制
度

小
野
朝
男
著

A
5
判
士
製

七
n6
円
・}↑oo1

世
界
経済
の
一環
と
し
て
日
本
経
済
を
究
めよ
う
と

す
る
場合
、
そ
の
場
と
し
て
の
国
際
通貨
潮
度
の
深

究
・論
議
は
極
め
て
窮
要
で
あ
る
。本
書
は
、
国
際

通
貨
の基
礎
概
念
、
国
際
通
貨
制度
の歴
史
的
展
開

現
状
に
つい
て
具
体
的
展
墓
を行
な
った
。

曜39
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工
L
O条
約
問
題
は
、
今
函
会
冒頭
に着
相
の
施
政
方
針
演
説
に
お
い
て今
国
会
中
に
八
十
七
摺
粂
約
等
の

批
准
をめ
ざす
こ
と
が
の
べ
ら
れ
、
工
L
O
がそ
れ
を
信
頼
し
て
日
本
政
府
に
ケタ
を
あ
ず
け
た
格
好
に
な
っ

て
い
る
。国
内
的
に
は
、
こ
の
間
題
は
直接
公
労協
と
の
か
ね
あ
い
で
、
日
韓会
談
と
と
も
に
春
闘
の
中
心
課

題
と
目
さ
れ
て
いる
。
こ
こ
で
は
公
労
協
の問
題
と
か
ら
み
合
せ
て
、
τ
L
O
条
約を
め
ぐ
る
間
題
を
お
爵
き

ね
が
っ
た
。
(編
集
部
)

◇
◇
◇

最
近
の
奮

吻
講

平
均
六
千
円
賃
上
げ
を
要求
し
て
、

二
月
十
五
日
、
第
一次
統
一行
動
を
組

ん
だ
、
今
年
の
春
闘
は
、
三月
十
日
前

後
第
二
次
統
一行
勤
を
組
み
、
三月
下

旬
を
決
戦
段
階
と
し
て
、
始
ま
っ
た。

す
で
に公
労
協
九
組
合
(国
労
、全
逓

全
電
通
、
全
林
野
、
国
鉄
動
力
車
、全

導
売
、
全
印
刷
、
ア
ル
コ
ー
ル
專
宛
)

は
、
二月
十
一日
、
初
任
給
六
百
円
引

上
げ
、勤
続
五
年
以
下
の
組
合
員
は
、

こ
れ
にと
も
な
う
調
鴇
を
行
う
と
い
う

園答
を
当
局
か
ら
得
て
い
る
が
、
組
合

側
は
こ
れを
ゼ
ロ回
答
と
解
し
、
闘
争

に
入
っ
た。

◇
,◇
◇

今
年
の
経
済
状
勢

◇
◇
◇

今
年
の
春
斗
の背
景
に
は
、
昨
焦
と
こ

と
な
り
、
経済
欄
勢
の
蜜
化
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
つ
まり
、
設
備
投
資
競
争

か
ら
来
た
生
産
過剰
、
操
短
、
貿
易
自

由循
に
伴
う
合
理化
、
ア
メ
リ
カ
の
ド

ル
防
衛
政
策
に
よゐ
、
日
本
の
最
大
の

輸
出
市
場
の
狭隣
化
等
が
こ
れ
で
あ
る

昨
年
の
十
月
の
公
定歩
合
引
下
げ
で

景
気
調
整
も
一応終
了
し
、
輸
出
入
の

バ
ラ
ン
ス
回
復
か
ら国
際
収
支
も
明
る

く
み
え
出
し
た
の
で
あ
るが
、
大
幅
質

上
げ
を
多
く
勝
ち
と
っ
た
昨年
の
春
斗

時
の経
済
情
勢
よ
り
は
不況
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

◇
◇
◇

笙

の
奮

吻
雛

今
年
の
轡
斗
の
特
色
は
、
次
の
三点

に
し
ぼ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
一つは

、
「ヨ
ー
ロ
ソ
バ
な
み
の
質
金
」
を要

闘いの意 欲公労協中心に
めら日韓選 挙わLO、

 

1

求
す
る
総
評
、
中
立
労
連
以
外
に
、

「七
年
聞
で
賀
金
倍
増
」を
要
求
す
る

全
労
系
労
組
で
あ
る
。
全
繊
同盟
、海

員
組
合
、
電
労
連
な
ど
も
、
大幅
賃
上

げ
を
要
求
し
て
立
ち
上
る
こ
と
であ

る
。
第
二
の
特
色
と
し
て
、経
営
者側

の強
腰
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
で
に
日経

　

鍵

繋

號

薩

鰭

まで拡げ・れているとは魯えな

貴
上
げ
は
千
円
以
囚
に
お
さ
え
る
。
③

質
上
げ
引
か
え
に
生
産
性
向
上
を
労
組

に約
束
さ
す
。
④
争
議
の
な
い
同
第
省

は
市
場
を
乱
さ
な
い
、
と
い
う
春闘
四

原
則
を
嬰
求
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
日

経
連
は
、
公
獅
員
(す
で
に
五
月
に
さ

か
の
ぼ
っ
て七
・九
%
貰
上
げ
決
定
)

公
共企
業
体
職
員
の
質
上
げ
は
民
聞
企

業
へ
の影
響
が
楓
いと
し
て
、
当
局
に

対
し
て強
く
、賃
上
抑
制
を
求
め
て
い

る
。今
隼
の春
闘
の最
大
の
狗
角
は
島
原

闘
争
方式
を
と
り
つ
つ、
公
労
協
を
先

頭
に
し
て
闘
う
点
であ
る
。
そ
の
理
由

は
民
聞
産
東
の不
況
から
、民
聞
労
組

に
多
く
の
こ
と
を期
待
出
釆
な
い事
情

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、公
労
協
自
体
の

中
に
、
今
年
の
春
闘
を背
負
っ
て行
こ

ろ
と
す
る
、
圭
体
的
な条
件
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

◇
◇
◇

公
労
協
の
態
度

◇
◇
◇

そ
の
亨
体
的
な
条
件
には
、ま
ず
、

組
合
分
裂
と
い
う
、
組
織間
題
が小
康

を
え
て
組
合
の
団
績
が
強
ま
っ
たこ
と

と
、
闘
争
の
た
め
に
処
分
が
出
ても
、

こ
れ
に
対
処
す
る
資
金
準
備
が
出来
て

いる
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
っ
ぎ
に

公
共
企
業
体
の
低
質
金
の
現
笑
があ

る
、
た
と
え
は
、
高
校
卒
初
任
給
で
、

全
適
一万
八
百
円
、
全
蹴
遡
一万
三
百

円
、
国
鉄
一万
千
円
、
民
間
の
中
卒

な
み
の
給
料
で
あ
る
、
こ
れ
は
、
物
価

霧

ζ
轟
警

・
の
霧

へ

}劒
麓

組
盒
は
立
ち
上
ら
ざ
る

公
労
協
の
闘
う
安
勢
を支
える
も
う
.

一つ
の
柱
は
、
I
L
O
87号
粂
約批
准

促
進
闘
争
、
ス
ト
権
奪
還
闘
争
と蕃
闘

事

結
び
つ
け
蓼

つと
す
・問
題

一葱
識
で
あ
る
。
こ
の
艦
識
は
、
必
ず
し

一も
、
公
労
協
関
係
の
全
労
働
書
の
意
識

い
が
少
く
と
も
、幹
部は
、ス
ト
権
が
労

働
石
の墾
江
的
な
権
利
で
あ
って
、
こ

れ
を
奪
って
い
る
、
現
在
の
法
制
は
不

}当
であ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
・
そ

の上
に
呈
って
、
従
来
の
よ
う
な
、
団

皿}

体
交
渉
の
強
化
だ
け
で
は
、
当
局
の
出

す
ゼ
ロ
回
答
を
打
破
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
判
断
し
て
、
団
体
交
渉
の
段
階

で
も
処
分
を
覚
悟
の
上
で
ス
ト
を
含
む

実
力
行
使
を
背
景
と
し
た
要
求
を
副
し

処
分
を
不
当
な
も
の
と
し
て
闘
う
態

度
を
決
め
て
い
る
。
今
年
の
轡
闘
が
、

長期
のス
ト
櫨
駕
還
闘
争
工
L
O
87
号

粂約
批
准
促
進
闘
争
の
一環
と
し
て
、

闘
わ
れ
よ
うと
し
て
いる
こ
と
は
圧
目

に
価
す
る
。

こ
う
し
た
、
スト
椎
禽
還
闘
争
・I

L
O
87
号
条
約批
准
促
進
闘
争
に
関
し

て
、
裁
判所
は
い
か
なる
態度
を
採
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
、
こ
こに
、そ
れ

に
関
運
し
た
最
近
の
冒公
労判
決
を
紹

介
し
よ
う
。

①
団
結
椎
に
関
し
て

こ
の
点
に
関
し
て
昨
廷
庄目
す
べき

下
級
審
判
決
が
出
さ
れ
た
。
(全逓
盛

岡
局
事
件
、
盛
岡
地
裁
三
七
・十
・二

二
・判
)
公
共
企
莱
体
箸
の
組合
の組

合
員
及
役
員
の
範
囲
は
当
該
企葉
の職

員
に
限
る
、
と
定
め
て
い
る
、
公
労法

第
四
条
第
三
項
は
、
団
結橋
を保
障
す

る
憲
法
二
八
条
に
違
反
す
る
も
の
であ

る
と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。
弱
い
立場

に
あ
る
労
働
者
が
、
そ
の
団
結
を
は
か

る
た
め
に
、
自
由
に
か
つ
、
自
主
的に

代
表
者
を
選
び
、
組
合
員
の
加
入
を
拡

げ
る
こ
と
は
、
労
働
者
に
と
って
、
当

黙
の
権
利
で
あ
って
、
こ
れ
を
慰
法
が

保
障
し
て
いる
の
で
あ
る
。
判
決
は
、

こ
の団
績
権
も
ま
た
、
国
民
全
体
の
利

益
と
の調
和
のう
ち
に
実
現
翻

る
べ

き
も
の
であ
る
から
、憲
法
上
そ
の
意

味
の
公
共
の福
祉
に
よ
る
制
限
は
受
け

う
る
も
の
で
ある
とし
つ
つ
、公
労
法

第
四
条
第
三
項は
、公
共企
業
体
簿
事

業
の
社
会
性
、
公
益
性
、
独占
性
と
い

う
社
会
的
機
能
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、

右
の
公
共
福
祉
に
よ
る
制
限
を受
け
え

な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
条
は
懸
法

に
違
反
す
る
、
と
判
示
し
た
.

こ
の
判
決
は
、
工
L
O
尊

条
約
批

准
促
進
蓮
動
と
軌
を
一に
す
る
と
、
考

え
ら
れ
る
。
公
労
法
第
四
条
三
項
は
、

八
七
号
条
約
第
三
条
に
違
反
す
る
も
の

三
十
三
隼
十
一月
に
、
第
三
二
次報
告

で
明
ら
か
に
し
、
自
民
党
を
中心
と
す

る
、
労
働
問
題
懇
談
会
も
、同
三
三年

九
月
に
、
同
意
見
を
発
表し
て
いる
。

以
後
四
年
間
に
I
L
Oは
の
べ十
二回

に
わ
た
って
、
こ
の
公
労
法第
四
条
、

第
三
項
の
廃
止
を
余
機
なく
さ
せる
、

八
七
号
粂
約
の
批
准
を
わ
が
国
に
勧告

し
て
釆
た
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
自
民

党
政
府
は
、
召
を
左
右
に
し
て
、批
僅

す
る
に
い
た
って
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る。これ
に対
し
て
総
詳は
、
批
准
促
進

斗争
を
強力
に
押
し
す
す
め
て
い
る
。

こ
うし
た事
構
の
下
で
、
盛
岡
局
串
件

は
出
さ
れた
ので
あ
る
る
。

公
労
法第
四
条
第
三
項
は
、
公
共
企

業
体
等
の職
員
に関
す
る
法
律
で
あ
る

が
、
そ
う
い
っ
た規
足
のな
い
公
務
員

に
つ
い
て
も
、現
爽
に同
様
な
取
扱
い

が
為
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
いわ
ゆ
る
登

録
制
の
間
題
に
関
し
て
一
、労
働
君
の

団
結
権
、
団
交
権
を
擁護
す
る判
決
が

最
近
出
さ
れ
た
。
(和
歌
山
県
教
組學

件
、大
阪
.尚
裁
三
六年
七
・
一〇
判
、全

国
税
労
組
卑
件
、
大
阪
地
裁
三
七
・五

・八
判
)

人
事
玩
規
則
一四
ー
○
に
よ
れ
ば
、

当
局
と
、
動
務
粂
件
等
に
つ
い
て
団
体

父渉
を
氷め
る
資
格
の
あ
る
公
務
員
の

団
体
は
、
人
串
院
に
登
録
さ
れ
て
い
な

け
れば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の

奪
録
が
受
凋
さ
れ
る
の
は
、
団
体
が
職

員
の
みで
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限

ら
れ
て
いる
。
従
って
、
現
実
に
は
、

非
職
員
を
役
員
に
選
出
し
て
い
る
組
合

は
、
こ
の登
録
を
す
る
こ
と
が
出
来
ず

従
っ
て
こ
の
取
扱
い
に
よ
り
組
合
域

れ
ら
の
判
決
は
、
官
公
労
働
者
の
団
績

橿
を
擁
護
す
る
点
で
、
前
認
の
全
遍
盛

岡
局
事
件
と
同
じ
傾
向
を
拓
つ
も
の
で

あ
る
。
②
争
議
権
に
関
し
て

富
公
労
働
省
の
争
議
権
を
剥
奪
し
て

いる
現
在
の
法
制
(国
家
公
務
員
に
つ

い
て
、国
公
広、
九
八
条
第
五
項
、
地

方
公
務
員
に
つい
て
、
地
公
法
三
七
条

第
一項
、公
共
企
菜
体
等
の
職
員
に
つ

い
て
、公
労
法
一七
条
)
が
憲
法
醤

反
す
る
、と
正
回か
ら
断
し
た
判
決
は

ま
だ
出
さ
れ
て
いな
い
が
、
法
解
釈
の

技
術
を
駆
使
し
て、
争
議
目
的
の
職
場

継
脱
行
為
や
、
休暇
闘
争
を
、
法
律
に

違
反
し
た
争
践
行
為
では
な
いと
し
て

労
働
省
の
権
利
を
まも
る
判決
が最
近

出
さ
れ
、
∬
目
さ
れ
て
い
る
。
(全
逓

中
郵
事
件
、
躍
京
地
戴
三
七
・五
・三

〇
判
、
都
教
組
亭
件
・輿
京地
裁
三

七
・四
二
八
判
、
佐
賀
県
教
組
準
件

佐
鋸

墾

七
λ

三
七
判
)

一

特
に
指
摘
さ
る
べ
き
な
の
は
、
争
議

行
為
を
票
止
し
て
い
る
粂
文
を
狭
く
解

す
る
こ
と
に
よ
って
、
都
教
組
藁
件
で

は
、動
評
闘
争
の指
令配
布
あ
る
いは
、

伝達
す
る
行
為
が
、
公
労
弘
一七
条

に
罐
当
し
な
いと
判
断
し
、
佐
賀
敦
組

事
件
では
、賓
上
げ
、
首
切
り
反
対
の

要
求
等
を掲
げ
て
闘
った
、
休
暇
闘
争

が
、
地公
法第
三七
粂
は
公
共
福
祉
に

な
る
争
瞬
行
為
の
みを
蒙
止
し
て
い
る

と
し
て
、そ
れ
に
当
ら
な
い
と
判
断
し
、

い
ず
れ
も
罪
と
は
な
ら
な
い
と判
示
し

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
らは
いず
れも

争
議
権
を
剥
奪
さ
れ
て
いる
冒公
労
働

者
の
現
状
に
立
脚
し
て
、労
働
者
の正

当
な
団
体
行
動
を
、
実質
的
な
観
点
か

管
管
杭
箋

燗譜
謹

管
構

煽
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管

水
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る
原
則
がほ
ぼ碓
立
さ
れ
て
釆
た
こ
と

で
あ
る
。
(全
遡
中
郵
聯
件
、
国
鉄
踏

周
丸
亭
件
、札
幌
高
裁
三
六
・二
・二
一

判
、
国
鉄
広
島地
本
學
件
、
山
口
地
裁

下
関
支
、
三
五
・三
・
三〇
判
)
た
だ

全
逓
中
郵
串
件
で示
され
て
いる
ごと

く
、
労
働
省
の
争
議
行
潟を
規
制
対
象

と
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れる
郵
便
法

と
い
う
亭
策
法
を
、
争
騰
行
為
に適
用

す
べき
か
、
の
間
題
に
つ
い
ては
、戴

判
所
は
未
だ
材
定
的
な
態
度
を
と
っ
て

いる
と
菖
え
る
で
あ
ろ
う
.

こ
れ
ら
、
冒
公
労
働
者
の
争
議
行
為

に
関
す
る
判
決
は
、
争
議
榴
剥
奪
立
法

が
、憲
法
違
反
で
あ
る
と
は
い
って
い

な
いが
、
争
議
権
利
剥
奪
を
根
拠
づ
け

る
、
公
共
福
祉
概
念
に
つ
い
て
、
最
近

官
公
労
判
決
は
、
具
体
田
か
つ
実
質
的

87
号
批
准
促
進
に
布
石

上
級
審
判
に
も
影
響
大
か

であ
る
。
と
}
般
に
論
ぜ
ら
れ
て
い

る
。す
な
わち
、同
第
三
粂
は
「労
働

者
団体
は
、
:完
全
な
目
由
の
下
に
そ

の代
表
者
を選
ぶ
:…
権
利
を
有
す

る
」
と
足
め
て
い
て
「公
共
企
業
体
等

の
職
員
で
な
け
れ
ば
…役
員
と
な
る
こ

と
は
出
釆
な
い
」
と
足め
る
公
労
法第

四
条
第
三
項
は
右
の
条
約
第
三
条
に違

反
す
る
の
で
あ
る
.
I
L
O
結
袖
の
目

由
委
員
会
は
、
す
で
に
同
意
見
を
昭
和

一難
黎
爺
簾
離

税
労
組
事
件
で
は
、
裁
判所
は
、
そ
の

取
扱
い
が
不
当
で
あ
る
と
述
べ
た
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
登
録
制
と
い

う
も
の
は
、
そ
の
職
員
団
体
が
、
自
王

的
、
民
王
的
に
組
織
構
成
さ
れ
た
こ
と

を
公
表
す
る
た
め
の
制
度
に
す
ぎ
ず
、

職
員
の団
結
樵
を
制
限
す
る
も
の
で
な

一いと
評す
べき
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

ら
保
護
す
る
判
決
で
あ
る
と
、御え
ら
れ

る
。次
に
指
摘
さ
る
べ
き
点
は
、
公
共
企

漿
体
等
の組
合
の
争
議
行
為
に
対
し
て

も
、民
聞
労
組
の
争
議
行
為
と
同
様
に

そ
の行
為
が
正
当
な
行
為
で
あ
れ
ば
、

労
組
法第
一条
第
二項
を
通
し
て
、
刑

法
三
五
条
に
より
、そ
の行
為
の遜
法

性
が
阻
却
さ
れる
。
と
い
う
、
いわ
ゆ

る
公
労
法
に
も刑
串
免貞
が
適
用
さ
れ
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◇
双
方
の
対
立
点
◇

溜

構
騨魏
鄭
藍
節

な
対
立
点を
み
て
み
よ
う
。

①
入
禽選
難

一

寮生
草
案-
各
寮
自
治
規
則
に
足

め
る
選衡
機
闘
の
指
名
に
基
き
学
生

部
長
が
これ
を
決
定
す
る
(第
二条
)

現規
程
-
学
生
部
畏
が
選
衡
を
行

な
う
(第
三条
)

現
在
、寮
生
側
対
学
生
部
側
が
五
対

一の
割合
で選
衡
に
あ
た
って
お
り
、

実
質
上学
校
側
は
名
目
的
な
参
加
に
す

ぎ
な
い
。
寮生
側
は
、
選
衡
権
は
寮
生

活
を
実際
行
な
って
いる
寮
生
の
み
で

行
な
う
べ
き
だと
いう
の
に
対
し
、
学

生
部
長
お
よ
び
学生
部
委
員
の
ほ
と
ん

ど
は
、
掌
枚
側
の畿
終
貴
任
を
は
た
す

た
めに
、
ど
う
し
ても
五対
一ま
で
に

し
か
譲
れ
な
い
と
し
て
いる
。

②
受
益
者
負
担
(光熱
水
道料
負
損
)

寮
生
夢
案
:
禽生
は嵜
宿
料
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(第
十
条
)

現
規
程
⊥
寄宿
料
お
よ
び
光
熱
水
道

料
を
負
担し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い(第
七
条
)

寮
生
側
は
、現
在

の
寮
の
設
立目
的
が

貧
し
い
学
生
の
厚
生

面
の
援
助
に
あ
に
る

の
、
な
か
ん
ず
く
、

全
国
で
も
最
低レ
ベ

決
定
に
よ
り
退
舎
さ
せ
る
こ
とが
で
き

(第
十
七
条
)
、
そ
の旨
学
生
部
長
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(第
十
八

条
)こ
こ
に
お
い
て
漿生
側
は
、不
利
益

処
分
は
す
べ
て
寮
生
最高
議決
機
関
の

承
認
を
経
る
こ
と
を
要
求
し
て
いる
。

◇
新
規
定
の
要
旨
◇

㈲
㈱
魏
難
鵬
讃

た
。
そ
こ
に
は
、
一応
の
解決
を
本年

度
中
に
み
た
い
と
い
う
祭
生
側
の焦
り

こ
の
日
、
学
生
鄙
委
員
会
は
、
ほ
ぼ

最
終
的
態
度
と
も
み
ら
れ
る
"規
定改

正
への
基
本
方
針
σ
が
繁
生
側
に
示
さ

れ
た
。
そ
の
囚
容
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ

る
。①
「各
繁
の
運
嘗
は
寮
生
の
責
任
あ

る
自
治
に
あ
∂」
を
規
冠
中
に
入
れ

る
。
②
「各
寮
の
目
沿
憲
章
は
学
生
鄙
長

の
承
認
を
要
す
」
を
入
れ
る
。

③
「入
舎
選
衡
-
実
際
に
は
、
現
行

通
り
寮
側
五
、
学
生
都
側
一の
評
点

⑤愚
會
-
入
舎
選
衡
と
平
行
的
に
進

め
、
「寮
生
の
意
見
を
聴
し
て
、
学

生部
畏
が
行
な
う
」
と
す
る
。

⑥
付則
1
「こ
の
規
足
に
定
め
る
も
の

の
他は
、学
寮
自
治
の
精
神
を
尊
重
し

て
寮
生代
表
と
協
議
し
て
学
生
鄙
長

が
、
こ
れ
を行
な
う」
と
す
る
。

◇
今
後
の
問
題
点
◇

⑳ω
課
弩
朧
雛
蘭

受
け
人
れ
る
こ
と
にな
った
。
そ
の紬

寮
生
側
、改
正
案
を
受
諾

ル
の
収
容
率
し
か
な
い
京大
の場
合
、

寮
生
が
下
宿
ア
パ
ート
と
同
様
に
、
光

熱
・水
道
・ガ
ス
代
ま
で払
わ
さ
れ

る
の
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
いと
い
う意

見
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ては
、学
生

部
長
お
よ
び
学
律蔀
も
岡
様
の意
向
で

あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
環
を削
除
す

る
こ
と
は
学
生
の
栂
限
外
で
ある
と
し

で
拒
否
し
続
け
て
き
た
.

③
退
會
の
糎

寮
生
軍
案
ー
そ
の
最
商
決
議
機
関
の

今
後
も
自
治
確
立
の
闘

も
う
か
が
わ
れ
る
。
と
い
う
のも
、
大

管
法
闘
争
及
び
そ
の
後
の
処
分
問
題
討

譲
の
た
め
に
、
景
問
題
が
学
生
部委
員

会
で
討
論
さ
れ
て
い
な
か
ワた
こ
と
、

学
生
部
委
員
は
四
月
か
ら
は
半
数
改
選

さ
れ
る
こ
と
、
現
在
の
総
長
、
学
生
部

長
の任
期
満
了
前
に
一応
の
メ
ド
を
つ

け
た
い
と
望
ん
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
さ
唖
≠
易

笙

部

委
員会
会
見
の結
果
、
摺
勢
に
大
き
な

変化
が
み
られ
る。

で選
挙
を
行
な
う
が
、
法
文
上
は
「

入
舎
選
衡
は
、寮
生
の
意
見
を
聴
し

て
、学
生
部長
が
こ
れ
を
行
な
う
」

と
する
。

④光
熟水
遵
料
ー
こ
れ
は
学
生
郡
委

員
会
の権
限
外
であ
る
か
ら
、
規
足

か
ら
除
外
す
る
こ
とは
でき
な
い。

従
って
現
行
通
り
。
(但
し
実
際に

徴
集
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
学
生

部
統
一見
解
は
な
い
。
学
生
部
長
の

裁
垣
に
よ
る
模
様
.
)

合
に
も
適用
さ
れる
べき
だ
。
と
い
う

の
は
、
文
部
省は
新
寮
建
設
を
機
に
モ

デ
ル
景
と
し
て
、自
治
生
沽
を
無
視
し

た
規
定
を
押
し
つ
け
る
こと
が
、
香
川

大
・京
工
大
な
ど
少
な
く
な
い
か
ら
だ
。

②
規
短
に
入
れ
ら
れ
ると
いう
「寮

生
の
意
見
を
聴
し
て
」
にし
ても
、
そ

れ
の
具
体
的
な
保
陣
を
碓保
す
る
べき

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
項
に限

ら
ず
、
多
様
な
解
釈
の
可
能
な
点
が少

な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
以
上
述
べ

、し

集
、
学
生
酪
委
員
会
で
は
た
だち
に
条

文
作
成
に
と
り
か
か
る
模
様
で
ある

が
、
今
年
度
中
に
そ
れ
が
評
議
賃
会
で

審
議
可
決
さ
れ
る
見
込
み
は
薄
く
四
月

以
降
に
な
り
そ
う
だ
。

し
か
し
、
寮
生
側
が
、
前
記
の
、
学

生
部
委
貝
の
基
本
的
態
度
を
認
め
る
と

し
ても
、
次
の
諸
点
は
、
今
後
も
引
き

続
き
要
求
さ
れ
る
べき
で
あ
ろ
う
.
即

ち
、
①こ
の規
定
は
新
寮
が
で
き
た
場

た
よ
う
に
績
果
的
に

は
、
寮
生
側
の
要
求

が
貰
か
れ
た
の
で
は

な
く
、
現
状
の
法
制

化
と
い
った
形
で
受

け
入
れ
る
わ
け
で
あ

る
。

◇
闘
争
の
発
展
性
◇

㈱
㈹
羅
糠
額
鯵
知

の
最
艮
の
目
治
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
。
し
かし
、
闘
争
が
進
展
す
る
と
と

も
に
、内
部的
に
ま
た
対
外
的
(学
校

側
へ
の
)
目
治
の実
質
化
の必
要
性
を

痛
感
す
る
よ
う
に
な
った
。
そ
の
場
合

学
生
部
委
員
会
の基
本
方針
を受
け
入

れ
た
ら
、
自
治
実
質化
斗
争
が
司能
で

あ
る
か
、
そ
の
栓
楷
に
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
か
、
と
い
う
疑
閻
が
で
て
きた
。

し
か
し
、
寄
宿
舎
規
梶
改
正
と
し
て闘

い
が
進
め
ら
れ
て
き
た
現
在
、
部委
員

会
の
基
本
方
針
が
、
非
常
に
隔
の
広
い

も
の
で
あ
り
、
寮
生
の
有
利
な
解
釈
も

で
き
る
上
反
動
化
傾
向
を
示
す
で
あ
ろ

う
将
来
の
状
況
を
考
え
た
朱
に
、
受
諾

に
ふ
み
き
った
の
で
あ
る
。
寮
生
が
最

大
限
雌
求
し
た
規
程
は
、
現
状
を
一歩

進
め
た
形
の
目
治
を
包
ん
で
い
た
。

規
程
闘
曇
に
は
限
界
性
が
あ
る
一
す
な

わ
ち現
状
以
上
一歩
も
出
た
も
の
は
つ

く
ら
れ
な
いと
い
う
こ
と
。
現
在
反
動

的
規羅
の生
廃を
規
程
改
正
で
*
め
た

察
生
には
、次
に
繁
生
側
の
提
出
し
た

規
程草
築
中
の
真
の
目治
精
押
を
笑
際

化
す
る
努
力
が必
要
に
な
ろ
う
。
大
学

側
と
寮
生
側
の力
関
係
で
進
展
す
る
、

寮
の
対
外
的
な
口
治沽
動
に
お
い
て
、

そ
の
努
力
の欠
如
は
、将
米
の痩
要
な

問
題
(新
寮
、退
舎
、受
益
首
貝担
)
の

敗
北
に
週
ず
る
こと
にな
る
だ
ろ
う
。

二
五
日
の
會
生
大
会
に
お
い
て、
寮

生
が
学
生
部
委
員
会
の力
針
を
条
件

付
け
で
負
け
い
れ
た
真意
は
、
まさ
に

こ
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
ある
。規

程
闘
摯
は
、
単
に
そ
れ
で
終
っ
た
の
で

は
な
く
、
次
の
目
治
確
立
遂
動
の
出
発

点
と
な
った
の
で
あ
る
。
(長
)

に
検
討
を
加
え
出
し
、従
米
とら
れ
て

来
た
最
高
戯
の
判
決
と
こと
なり
'て
の

概
念
を
敵
格
に
解
釈
し
出
した
こ
と
も

庄
目
に
仙
す
る
。
こ
の
点
で
、よ
く

引
用
さ
れ
る
佐
買
県
教
組
串
件
で
は
、

裁
判
所
は
当
該
休
暇
闘
争
が
、
公
共
楢

祉
に
よ
っ
て
制
限
さる
べき
も
のか
ど

う
か
を
判
断
す
る
に
当
り
、次
の規
準

を
謁
げ
て
い
る
。
す
な
わち
、
動
労
条

件
劣
悪
の
程
度
、
代
償描
鰍
の機
能
発

揖
程
度
、
争
議
行
為
を決
感
す
る
に
至

うた
事
情
、
他
に
試
み
る手
段
は
な
い

か
、
そ
の
圭
張
の
囚
谷
、
争
議行
為
の

方
法
、
そ
し
て
、
住
民
が
争
議行
為
に

よ
って
蒙
る
不
利
益
の
性
質
と程
度
等

を
総
合
勘
案
す
べ
し
と
い
う
の
であ
る

こ
れ
は
、
争
議
権
に
限
ら
ず
、
一股

に
国
民
の
基
本
権
を
制
限
あ
る
いは
剥

奪
す
る
原
理
と
し
て
、
裁
判所
が
用
い

て
い
た
概
念
が
、
再
検
討
さ
れ
始
め
た

と
も
智
え
る
の
で
あ
って
、
今
後
さ
ら

に展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

スト
権
奪
還
闘
争
は
エ
L
O
に
よ
り

支
持
さ
れて
いる
と
云
え
よ
う
。
工
L

O
は
三十
六年
十
一月
、
国
鉄
、
全
逓

日
教
組
の提
訴
の解
答
と
し
て
、
結
仁

の
口
由
委
員
会
第
五
十
四
次
報
告
に
お

い
て
、
ス
ト
権
剥
奪
に
対
す
る
代
償
措

置
が
不
儲
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
翌

三
十
七
年
同
五
十
八
次
報
告
で
も
回
土

旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
いて
、
人
事
阯
勧
告
、

仲
裁
裁
足
、
入
寧
委
員
会
勧
告
が
肖
局

に
よ
っ
て十
分
尊
璽
さ
れ
て
いな
い
上

に
、ス
ト
梱
を
奪
わ
れ
て
いる
現
状
に

工
L
O
が深
い瑚
解
を
ボし
て
い
る
の

で
あ
る
。

③団
体
父渉
櫨
に
つい
て

こ
の
分
野
に
つ
い
ても
、庄
目
す
べ

き
判
決
が
、
最
近
出
さ
れ
て
いる
。
以

下
、
簡
単
に
ふ
れ
る
と
、
全
逓
盛岡
局

事
件
で
は
、
下
部
組
織
で
も
、
そ
の地

域
の
組
合
員
に
の
み
関
す
る
議
項
に
つ

い
て
は
、
相
当
程
度
独
自
の
活
動を
な

し
う
る
組
織
体
と
し
て
、
実
体
を
有
す

る
限
り
独
自
の
団
交
機
が
あ
る
こ
と
を

判
示
し
た
。
ま
た
、
団
交
拒
否
の
理
由

と
し
て
、当
局
が
よ
く
使
う
と
こ
ろ
の

当
該
串
項
は
機
限
外
で
あ
る
、
と
い
う

言
い訳
は
、
そ
れ
の
み
で
団
交
拒
舎
す

る
のは
、柔
軟
性
を
欠
く
も
の
で
あ
る

と
判
爪
レ
た.
団
交
學
項
に
つ
い
て
、

崎
土高
教
組
事
件
(浦
和
地
戴
、
三
七

・九
・
二九
判
)
は
、
動
務
時
聞
、
休

暇
の
囚容
に
つ
いて
も
、
校
長
は
、
校

則
で
一
定
の権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る

以上
、団
交
に
応
ず
べき
で
あ
る
こ
と

を
判
示
し
、全
国
税
労
組
畢
件
は
、
勤

務
評
冠
に
つ
い
て
、
それ
が
職
員
の
転

勤
降
昇
給
等
動務
条
件
と
密
接
な
関

係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の実
施
等
に

つ
い
て
、
団
交
は
認め
る
べき
で
あ
る

と
判
示
し
て
い
る
(岡
旨
、浦
和
教
組

拳
件
、
浦
和
地
裁
三
七
・
=

・
一六

判
)
こ
れ
ら
の
判
決
は
、
団
体
父渉
の

範
囲
を
拡
げ
る
も
の
で
あ
る
。

◇
◇
◇

判
決
の
影
響
と

今
復
の
見
通
し

◇
◇
◇

以
上
紹
介
し
て
き
た
諸
判
決
は
、
未

だ
下
級
審
の
も
の
で
あ
り
、
士
級
笛
で

支
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
今
後
明
ら
か

と
な
る
が
、
そ
れ
が
、
労
働
法
理
論
、

判
例
理
論
に
与
え
た
影
響
は
軽
視
す
る

こ
と
は
出
釆
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
判
決
が
、
政
府
当
局
や
、
使

用
省
に
対
し
て
、
直
ち
に
大
き
な
影
響

を
与
え
う
る
と
い
う
こ
と
も
口え
な
い

で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
が
現
爽
の
労
働

運
動
に
対
し
て
、
理
論
的
な
礎
と
し
て

の力
を
も
つこ
と
は
否
足
で
き
な
い
で

あ
ろう
。

今
年
の春
闘
は
、不
況
、
あ
る
い
は

経
筥
者
の強
腰
等
から
、楽
観
は
許
さ

れ
な
い
が
、国
家
公
務
員
に
対
す
る
七

・九
%賃
上
げ人
串
院
勧
告
を
て
こ
と

し
て
、
物価
よ
昇の
寧
情
、さ
ら
に
労

働
者
は
日
韓会
談反
対
闘
争
、四
月
選

挙
と
も
お
り
込
ん
だ
闘争
を
予
足
し
て

い
る
か
ら
、
昨
年
と
ち
が
っ
て激
突
が

予
想
さ
れ
る
。

(京
大
法
学
部
大
学
院
生
・労
働
法
)
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'

ま
れ
て
い
る
ン
キ
ホ
ウ
は
、
七
〇

年
以
上

の
歴
史
を
も

つ
繊
繕
の
総

合

メ

ー

カ

ー

で

す

o

●
高
度
の
技
術

に
よ
っ
て
カ
ラ
ー
シ

ー
ノ
や
テ
ト
ロ
ー
ノ
ヤ
ノ
を
主
み

.た
し
た

ー
キ
ナ
ウ
は
.
斯
界
の
パ

イ
才
一一
ア
て
す
。

●

ノ
キ
ホ
ウ
は

繊
准
の
ほ
カ
L
も

積
極
的
L
進
出

し
、
直
系
会
社
数

社
を
通
し
て
、
着

々
多
角
経
,呂
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

■
こ
の

ノ
キ
ボ
ウ
か
.
誠
実
で
活
動

力
の
あ
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

■

ノ
キ
ホ
ウ
の
フ
ー
イ
キ
は
開
放
的

で
、
十
分
実
力
を
発
揮
て
き
ま
す
。

■ ■ ■ ■
工 嘗 本 資

本業

■
初

任
金
/
ニ
ニ
億
五
千
万
円

社
/
大
阪

所
/
東
京
・
名
古
屋

場
/
富
山

・江
南
・
大
阪

・
姫

路

・
児
島

・
笠
岡

・高
知

給
/
二
四
、三
ニ
ニ
円
《大
阪
及

び
東
京
在
勤
》

鵬
直
系
会
社
/
敷
島
カ
ン
パ
ス
・
敷
島
カ

タ
ン
糸

・
敦
島
ス
タ
ー
チ

日
本
合
成
繊
維

敷

島

紡

績

株

式

会

社

大
阪
市
東
.区
備
後
町
四
丁
目
三

四

サ ンケ イ'」2励♀一ニン
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